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研究成果の概要（和文）： 
 
スペイン語の語彙に関して歴史的な変化と地域的な変異を総合的に研究した。歴史的な変化に
ついては、１２世紀～１７世紀の流れを総合的に記述するための資料を作成した。語彙地理研
究については、これまでに収集した資料を整理し、新しい資料収集方法を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
I have realized the general research on historical changes and geographical variation 
of Spanish lexicon. As for the historical changes I have elaborated the materials for the 
general description of the current from 12th to 17th century. As for the geographical 
variation of lexicon, I have reorganized the materials recollected before and developed 
a new method of data recollection. 
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１．研究開始当初の背景 
広域で使用されるスペイン語の語彙につい
て、多変量解析を応用する総合的な研究は、
これまでに行われていなかった。また、歴史
的変遷と地理的変化を総合的にとらえる手
法も開発されていなかった。研究代表者はウ
ェブプログラミング開発とその応用を通し
て、新しい研究方法を提案する。 
 

２．研究の目的 
スペイン語の語彙に関して、歴史的な変化と
地域的な変異を追究する。歴史的な変化につ
いては、１０世紀～１７世紀の流れを総合的
に記述する。地域的な変異については、スペ
インとラテンアメリカの現代都市語彙のバ
リエーションを観察する。合わせて、語彙研
究の方法（資料収集・分析）を開発する。 
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３．研究の方法 
これまでに収集してきたスペイン語語彙バ
リエーションの資料を整理し、これを語形と
地点による２次元行列に配置し、多変量解析
を行う。歴史的な変化と地理的な変異を総合
的に観察する。 
 
４．研究成果 
スペイン語語彙の歴史的変遷については、ス
ペインアルカラ大学のチームとの共同研究
で、中世公証文書の年代推定法を開発した。
また、スペイン、パルマ・デ・マジョルカ大
学のチームと共同で、中世スペイン語訳旧約
聖書のパラレル・コーパス分析を行った。 
次の５点を挙げる。 

 

（１）２００８年にウルグアイのモンテビデ

オで開催された「ラテンアメリカ言語学文献

学会」で、私たち研究グループが推進してき

たこれまでの研究（地域差研究）と今後の研

究計画（時代差研究を含める）を発表し各国

の研究者からのフィードバックを得たが、２

０１１年にスペイン、アルカラデエナレスで

開催された同学会においては、新しい資料収

集方法としてウェブプログラミングを利用し

たアンケートの方法を提示した。 

 

（２）資料収集では、地域差バリエーション

の資料収集を継続しながら、新たに時代差バ

リエーションの資料を収集した。後者につい

ては、スペイン、パルマ・デ・マジョルカ大

学、アルカラ大学、バルセロナ大学と協力し

た。アルカラ大学とスペイン科学研究最高諮

問機関(CSIC)と協力し、１３世紀～１７世紀

の公証文書におけるスペイン語の年代推定法

を開発した。 

 

（３）資料分析では、（２）で得られた地域

差・時代差の語彙バリエーション資料を、相

関分析、クラスター分析、パタン分類の手法

で分析した。前二者は一般の多変量解析法で

あるが、後一者は研究代表者が独自に開発し

た方法である。クラスター分析の出発点とな

る共起回数の算出法について、新たな比重を

加える方法を試みた。パタン分類とクラスタ

ー分析を統合する方法を開発した。 

 
（４）学会で口頭発表し、一般書および専門
書とインターネットで成果を発表した。同時
に、国内（京都外国語大学）と海外の大学生
向けの招待講演（スペイン・バルセロナ大学、
スペイン・サンティアゴ・デ・コンポステラ
大学、チェコ・オロモウツ大学、ドイツ・ア
ウグスブルク大学）で研究方法と成果を説明
した。 

（５）日本とスペインの次の研究プロジェク
トと連携し共同研究を実施した。高垣敏博
（東京外国語大学スペイン）の「スペイン語
文法バリエーション研究」、ペドロ・サンチ
ェス・プリエト（スペイン・アルカラ大学）
「１７世紀までのスペイン語公証文書の文
献学的研究」、アンドレス・エンリケ・アリ
アス（スペイン・マリョルカ諸島大学）「中
世スペイン語訳聖書の研究」、パリア・ピラ
ル・ペレア（スペイン・バルセロナ大学）「カ
タルニア語動詞形態論のバリエーション」 
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